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平遥方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形
樋 口 勇 夫
0.はしめに
樋口 (2004a)では,漢語諸方言における声調とストレスアクセントとの関係を,実験音声学的手
法によって明らかにすることの一環として,漢語北方方言 13種における単字調形と後字軽声二音節語
調形とを比較し,両者の関係を探った (1)。
また,樋口 (2004b・2004c・2005a。2005b)では,それぞれ西南官話の一種である昆明方言・成
都方言・貴陽方言,および,晋語の一種である太原方言における,単字調形と所謂 “重い軽声"を伴
う二音節語調形とを比較し,両者の関係を探った。
本稿では,樋口 (2004a・2004b・2004c・2005a。2005b)同様,実験音声学的手法により,岩田
(199902001)の見解に基づいて,平遥方言における,単字調形と所謂 “重い軽声"を伴う二音節語
調形とを比較し,両者の関係を探る (2)。具体的な実験方法としては,平遥方言の音声データを音声分
析ソフトで分析し(3),両者のピッチ (FO)および音節の長さを比較する。
岩田 (1999:147-148,152-156)。(200 :24,25-26)では,江蘇省連雲港方言の3種の軽声―前
者では “I類・高降・ Ⅱ類",後者では `tS(2)。LS(3)。LS(1)''と呼ばれている―は,歴史的にこの
順でストレスの左移動を生じた結果で,
ストレス左移動の順 ① ② ③
タイプ “rlght soreading''“高降 “既定値"保存
前字調類 単字調値 I類=LS(2) 高降=LS(3) Ⅱ類=LS(1)
陰平 214 214+5 214+41 214+1
陽平 24 21+5 21+41 24+1
入声 24 21+5 21+41 44+1
去声 45 44+5 44+41 45+1
上声 41 41+1 44+1
①は軽声の “既定値"(“低"という “声域特性")まで失われてしまった “right spreading''(前字上
声を除く),②は “上声 (41)"という特定の声調の声調特性を獲得した “secondary tone",③は “既
定値"のみ保存している, と考えている。
樋口 (2004a)では, これらのほかに,「合肥・陰平」や「蘭州・陽平」の後字軽声のような, “低
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昇"タイプを,
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
合肥 陰平 21 21+23
蘭州 陽平 51 51+24
樋口 (2004b・2004c)では,「昆明。陰平」,「昆明・陽平」,「昆明。上」,「昆明・去」や,「成都・陰
平」,「成都・陽平」,「成都 。上」,「成都・去」の後字軽声のような,“中平"タイプを,
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
昆明 陰平 33 33+33
昆明 陽平 31 31+33
昆明 上 53 53+33
昆明 去 212 212+33
地点 前字調類 単字調値
成都 陰平 35+44
成都 陽平 31 44+44
成都 _L 553 55+44
成都 去 213 213+44
樋口 (2005a)では,「貴陽・陰平」,「貴陽・陽平」,「貴陽 。上」,「貴陽・去」の後字軽声のような,
“高昇"タイプを,それぞれ認めた。
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
貴陽 陰平 45 45+45
貴陽 陽平 21 22+45
貴陽 上 42 44+45
貴陽 去 24 24+45
本稿では,以上のような見解に従って,晋語の一種である平遥方言の所謂 “重い軽声"を観察する。
1.連読変調表
喬等 (1999)から得られる二音節語語例を,筆者の聴覚的記述調値によって表にまとめると,以下
の如くである。(以下,平声。上声。去声・陰入。陽入を,それぞれ①o②o③o④・⑤で表わす。平
声は,前字清平/濁平で変調規則が異なるので,それぞれ①A/①Bとする。)
侯 (1980)の「A類」(“述穴式"・“主主胃式")を「後重」とし,同「B類」(“偏正式"・“井列式"・“渭
ネト式"・“名畳式"・“名几式")および同「C類」(“劫畳式")のうち,後字が35/‐?35に変調するもの
を「後軽 a」,後字が23/‐?23に変調するものを「後軽 b」,後字が53/―?53に変調するものを「後軽
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c」,後字が21/―?21に変調するものを「後軽d」, とそれぞれする。
単字調が屈曲調である「① (単字213)/④(単字―?213)」。「② (単字523)/⑤(単字‐?」2■)」が,
それぞれ屈曲の無い「 23/‐?23」。「53/‐?53」で現われる場合は,変調と見なさない。
① (単字213)は,「①A十①/④」(後軽a)。「①A+②/⑤」(後軽c)。「①B十③」(後重/後軽a)の
前字では31に,「①A十①」(後軽 d)・「①B十①」(後軽 d)。「①B十②」(後重/後軽b)の前字では
35に,それぞれ変調する。
② (単字523)は,「②十②」(後重)の前字では35に変調する。
③ (単字35)は,「③十③」(後重)の前字では31に,「③十③」(後軽d2)の前字では53に,「③
十④」(後重)の前字では23に,それぞれ変調する。
④ (単字‐?213)は,「④十①/④」(後軽 a)。「④+②/⑤」(後軽c)。「④十③」(後重)の前字では
‐?3上に,「④十④」(後軽d)の前字では―?3ュに,それぞれ変調する。
⑤ (単字―?三12L)は,「⑤十②」(後重)の前字では‐?3上に変調する。
「①B/②/⑤十①」の後字① (23),「①B+②」の後字② (23),「①3⑤十③」の後字③ (35),「①
B/②/⑤十④」の後字④ (―?2■),「⑤十⑤」の後字⑤ (‐?2■)はそれぞれ,「後重」であるか「後軽」
であるか判別できないので,以下の表では両者の間に置き,4.の表でも後字軽声の例としてタイプ分
けを行なうことをしない。
「数」は得られた語例数を表わす。
尚,下の表では,「t憂_0-2_塑r‐R旦・-2型_。‐坦1」の「‐?」 を省略し,それぞれ「35。_2fL・旦 ・
2上。31」と表記してある。また,「後字 35/―?3ュ」の「/―?3旦」,「後字 23/―?2■」の「/―?2■」,「後字
53/‐?5ュ」の「/―?5ュ」,「後字21″?21」の「/‐?■1」を省略し,それぞれ「後字 35」,「後字 23」,「後
字 53」,「後字21」と表記してある。
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「後軽 a」 (後字 35/‐?35)は,「①A十①/④」。「①B十③」。「②+③」。「④十①/④」。「⑤+③」に
現われる。
「後軽b」 (後字 23/‐?23)は,「①A+③」。「①B+①/②/④」。「②十①/②/④」。「④十③」。「⑤十①
/④/⑤」に現われる。
「後軽 c」 (後字 53/‐?53)は,「①A十②/⑤」。「④+②/⑤」に現われる。
「後軽 d」 (後字 21/‐?21)は,「①A+①」。「①B十①」。「②+②」。「③+①/②/③/④/⑤」。「④+④」・
「⑤十⑤」に現われる。
「①B+⑤」。「②+⑤」は,例を得られなかった。
2.各形式所属語彙
得られた全ての各形式所属語彙を,声調の組み合わせ別に,以下に掲ける。
①A十①
「後重」(23+23)3例
①2131数②523 1数③35 1数④‐?2131数⑤‐?』231数
①A
213
後軽b(後字 23) 23+23 14
後重 23+23 13
後軽a(後字 35) 31+35 116 31+3518
後軽c(後字 53) 31+53 1 1 31+53 1 1
後軽d(後字 21) 35+21 12
①B
213
後軽b(後字 23) 23+2319 35+23 13 23+23
後重 31+352後軽a(後字 35)
後軽d(後字 21) 35+21 1 1
②
523
後軽b(後字23) 53+238 53+23 17 53+237
後重 35+22 11
後軽a(後字 35) 53+35 13
後軽d(後字 21) 523+211 1
③
35
後重 35+22 113 +35 1 323+2312
後軽d(後字21) 35+21 11135+21 1635+21 1 753+21 11
35+21 1 435+21 12
④
‐?213
後軽b(後字 23) 23+23 11
後重 23+23 13 βl+3511
後軽a(後字 35) _31+35 11 31+35 1 5
後軽c(後字 53) 31+53 1 1 31+531 1
後軽d(後字 21) 35+21 12
⑤
‐?523
後軽b(後字 23) 二遇+2318 ??? ????? 53+23 1
後重 31+53 11
353+35後軽a(後字 35)
後軽d(後字 21) 523+211 1
封 |｀],升牟:赫」,映高脚面高。
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「後軽 a」 (31+35)16例
春天,凩「1,升牟‖1吋的木僻:,装穿給死人穿戴,升升打得升,姉姉姉r,今年,公鳩,崩共額共,
娘娘祖母,僕慎,医生,先生中医,刀刀小川L,鎖小鎖共,尖尖尖九。
①A十①
「後軽 d」 (35+21)2例
姉姉,市 ド,搬搬搬―下o
①A十②
「後軽 c」 (31+53)1例
円女女几。
①A十③
「後軽b」 (23+23)4例
単褥,星宿星星,青菜渡菜,千浄。
①A十④
「後軽 a」 (31+‐?35)8例
刀几,升几主意,猪几猪,蟷几老鼠,宙子 畑突畑自,包几包r,偶子卵りL。
①A十⑤
「後軽 c」 (31+‐?53)1例
今日今大。
①B十①
「後重/後軽b」 (23+23)19例
晴天,糊糊糊状面食, 爺爺大田,祖父,来年明年,年吋去年,南瓜,牙猪公猪,厨房,楼梯,男人丈夫,
婆嫉妻子,幌鈍,咸盆社,匙匙勺几,進イ|]進(夏数),便宜,河河小河,牛牛小虫几的恵称,生笙腿脂。
①B十①
「後軽 d」 (35+21)1例
糊糊糊 ド。
①B十②
「後重/後軽b」 (35+23)3例
朋友,笙薯自薯,寒惨粧。
①B十③
「後重/後軽 a」 (31+35)2例
銅器,共二第二。
①B十④
「後重/後軽b」 (23+‐?23)8例
桃几,茄子,房子:整所,単同,茅子厠所,明FノL明阻,共~第一,伐ノし, 蝿子巷蝿。
②十①
「後重/後軽b」 (53+23)8例
日向雷‖雷,母猪,草鴻母4,母鳩,沸釜外祖父,老婆妻子,肪共上共,頂共上共。
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②十②
「後重」(35+22)1例
打因|ス]屯。
②十②
「後軽b」 (53+23)7例
草 草 草,老 老 叔父,姉 姉 叔母,婆 婆 外祖母,死 了 ,水 水 菜栃, 口 口 喝了一～。
②十②
「後軽d」 (523+21)1例
炒炒炒一ド。
②+③
「後軽 a」 (53+35)3例
老 浜 丈夫,老共几, 1幹面 面条, 底 下 遠里。
②十④
「後重/後軽b」 (53+―?23)7例
冷子冷雹,雀几麻雀,指甲,小子几子,女子女性背少年,拐子病子,頂九以。
③+①
「後軽d」 (35+21)11例
下年明年,去年,第明明大,夜来昨天,大釜伯父,大娘伯母,者油,后生躙青年, 自家自己,上共,
下共
③+②
「後重」(35+22)1例
下雨
③+②
「後軽 d」 (35+21)6例
大米,借手左手, 正手右手,没了死r,二里両里,二両。
③+③
「後重」(31+35)3例
料病看病,看病,第二。
③十③
「後軽dl」(35+21)7例
食食貧,大豆蚕豆,舅舅,梶梶4ヽ梶几, 対 ヌ寸一～胆札  ~下下 打 了三～, 図1因1～走 了体就来 了 o
③+③
「後軽d2」(53+21)1例
同同同一下。
③十④
「後重」(23■?23)2例
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下雪,第一。
③+④
「後軽 d」 (35■?21)4例
姶子舅母,模子,蓋几,妹子妹妹。
③十⑤
「後軽 d」 (35+‐?21)2例
当日今天,二十。
④十①
「後重」(?23+23)3例
舌1凩, 死家他, ′忽揺軽微揺晃。
④十①
「後軽 a」 (?31+35)1例
口帥
｀
]。
④十②
「後軽 c」 (?31+53)1例
克解炊◇
④+③
「後重」(?_31+35)1例
死決那企
④十③
「後軽b」 (?23+23)1例
娼如妻子。
④十④
「後軽 a」 (?31+―?35)5例
擦擦板擦几,壁風臭虫,菓子,菓泉小泉几,塞塞小塞子o
④+④
「後軽d」 (?35+―?21)2例
擦擦擦一下,切切。
④+⑤
「後軽 c」 (?31+‐?53)1例
宿麦麦子。
⑤十①
「後重/後軽b」 (?53+23)8例
ナ乞者「 拳共, 手えイ|], 日 月庄肛, ナ乞t十酸蓉村 LK的小刺几, ナ乞‐澄 仮菜中的小木梶一美余物, ナ乞チ「 梢微拾起,
屹蔵梢衡む蔵, 日能歪ォ。
⑤十②
「後重」(?31+53)1例
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日り檀稿邪I]歪道。
⑤+③
「後重/後軽 a」 (?53+35)3例
遠決送企,十二, 日怪奇卜。
⑤十④
「後重/後軽b」 (?53■?23)6例
麦子,鼻子,騰子,十一,屹撮 小撮几,活几活‖。
⑤+⑤
「後軽b」 (?53+‐?23)1例
席席席子。
⑤十⑤
「後軽d」 (?523+―?21)1例
学学学下
得られた例を見る限り,所属語彙には以下の如き傾向がある :
1.動賓構造の語彙は,全て「後重」(乃至「後重/後軽」)に属している。
2.名詞重ね型の語彙は,①A・④では「後軽 a」 (後字 35/―?■5)に,①Bo②・⑤では「後軽b」
(乃至「後重/後軽b」,後字23)に,③では「後軽dl」(後字21)に,それぞれ属している。
字
調類 調値 後軽a 後軽bα後重) 後軽dl
①A 213 31+35
①B 213 23+23
② 523 53+23
③ 35+21
④ ‐?213 ‐?31+?35
⑤ ‐?523 ‐?53+‐?23
3.動詞重ね型の語彙は,全て「後軽 d」 (乃至「後軽d2」,後字 21/―?21)に属している。
前字
調類 調値 後軽d(/d2)
①A 213 35+21
①B 213 35+21
② 523 523+21
③ 35 53+21
④ ‐?213 ‐?35+‐?21
⑤ ‐?523 ‐?523+?21
4.接尾辞 “共"(単字213)は,前字①Aでは「後軽 a」 (後字35)に,前字②では「後軽 b」 (前字
23)に,前字③では「後軽 d」 (後字21)に,それぞれ属している。(前字①Bo④o⑤の例は得ら
-60-
平遥方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形
れなかった。)
前字
調類 調値 後軽a 後軽b 後軽d
①A 213 31+35
①B 213
② 523 53+23
③ 35 35+21
④ ‐?213
⑤ ‐?523
5.接尾辞 “几"(単字‐?213)は,前字①Aでは「後軽 a」 (後字‐?35)に,前字①Bo②・⑤では
「後重/後軽 b」 (後字‐?23)に,前字③では「後軽 d」 (後字‐?21)に,それぞれ属している。(前
字④の例は得られなかった。)
前字
調類 調値 後軽a 後軽b(/後重) 後軽d
①A 213 31+‐?35
①B 213 23+‐?23
② 523 53+‐?23
③ 35 35+‐?21
④ ‐?213
⑤ ‐?523 ‐?53+‐?23
6.接尾辞 “子''(単字―?213)は,前字①A・④では「後軽a」 (後字‐?35)に,前字①Bo②o⑤で
は「後重/後軽b」 (後字‐?23)に,前字③では「後軽d」 (後字‐?21)に,それぞれ属している。
前字
調類 調値 後軽a 後軽bO後重) 後軽d
①A 213 31+‐?35
①B 213 23+‐?23
② 523 53+‐?23
③ 35 35+‐?21
④ ‐?213 ‐?31+‐?35
⑤ ‐?523 ‐?53+‐?23
7.接頭辞 “忽[XtL?ヽ_21■]"・“日[卒?_2コ''。“屹[h?_望3]''は,全て「後重」(乃至「後重/後軽」)
に属 している。
3.各形式の例
音声分析画面に表示した各形式の例を,以下に掲げる。音声記述のうち,調値は筆者の聴覚的記述
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調値,それ以外は喬等 (1999)による。
単字① “麻"[m。213]
i霊:_■し」
靡協議 FI―S“はF~
_墜」田躊..…闘病
「
①A十① (後重)“升牟:功打'[k■213‐23 tsT213‐3]
醸
「
― ― ― ― 一 一
― 一
二 彙 奎 ― ―
一 一 一 一 一
壼 ~
「
bt“い'^は〕F~  _」I」ぃ"
空」 ～翌_|
」
1障豪
=■ '.`¨
S夕:…Ⅲ~‐
_■■_lm餞_.凹ロー
..、¨腐 :~~~~「~~~~
′
…,「
~~~,~~
①A十① (後軽a)“姉姉鈴子"[sa21331 sa213‐35]
ェ山」
_菫
=」
r菫―|
黙
=―
■■」m"′…"〕「「
①A十① (後軽d)“姉姉ク市―ド"[sa213‐35 sa213‐]
爆瀬 :―― 一
二 こ
=二 ― ― ― ― ―
ニ ユ 彎
=一
二 一 一 ― ― ― ――― ―― ― ―
ユ 愛 ‐
、
"崚
晩,議,=■ F=■に ‐中
「
― _… ,r‐」1=吉‐
「
||_嵐_上」
①A十② (後軽c)“円女女九"[toy213 31 nzf23‐53]
r般=
・… 」
_壼L」… `―口F「 f。“
〕
①A+③(後軽b)“千浄"[ko02H23 tO句35‐23]
?
=空
」_上」■_夕轟
」
F抵凛ぃ,..:Ⅲ:
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①A十⑤ (後軽c)“今日今天"[tci0213‐3 肇鐸独判①A十④ (後軽a)“銅子 ツ偶几"[kuci213‐3  tSAP」判
平遥方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形
①B十① (後重/後軽b)“楼梯''[bu21323 ti213‐23]
童 上 型L」
睡壼園 '… ‐｀~2
_聖」南、1.,…Ⅲ田
①B十①(後軽d)“糊糊糊―下"[xu21,35 xu213 21]
,"ゅ「―――r一‐‐
_■嘲
「 =凛『 1=`・
‐'頭お=幸
~~|
_駿t」ゅ断…興
“
―|
①B十②(後重/後軽b)“多I:薯白薯"[xⅦ213‐35 sЧ523‐23]l ①B+③(後重後軽a)“銅器"[山21,31t9135]
_■蝸
.=Ⅲ
'|‐■_■・
IFt=森1.'漱¨臓
「
~
,一,|
①B十④ (後重/後軽b)“茅子厠所"[m。2023 tsA?213辺]
―― ‐t議1轟oな¨ ―
`“
に、1、腋r一 :ξ議tll11電.―ユー
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②十② (後軽d)“炒炒炒 ‐ド"[t蒟523 tsb523‐21] ②+③(後軽a)“底下送里"[tci523‐3k。35]
睡 璽
_■」豊1」 _整」
」 F~~
②十④ (後重/後軽b)“小子几r''[9iЭ523‐53 tSA?2重‐23]
睡五].…嚇
「
‐… r二「
‐ |
_霊」,o鮨、…¨Cl m:「一―「
―~ _■」_聖し」
r―
―一
懇■―
「
… 「
二
「
_■=
単字② “イ'[m。523] ②十①(後重/後軽b)“草ヌいも母ご'[tsb523う3 tOi213‐2 ]
「
|… 「ユ
「
・ ―医憂ヨ「“飾:扇
『
堕二
_塁」 」  ・“…"l
②十② (後重)“打因因屯"[t。523‐350。っ523‐22]
∬■障|二憂 コ
_摯.」 _生
=」
_■螢
』
②十② (後軽b)“草草草"[tsb523‐3 tsb523‐23]
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単字③ “静"[tciっ35] ③十① (後軽d)“下)｀("[x。35 tOu21,21]
_墜L」 .0、…Ⅲ"
"蓄
.■|
壼 1」
③十② (後重)“ド雨"[xα35 y523‐2]
1  3.1
」 燿F:ュ _1
"ヽ掟熟・ ″鰤青
‐‐
③+②(後軽d)“正手41手''[tr5,Ou52321]
=奎
」_生」 饉 ``:
③+③(後重)“料病看病"[li。3日l pi35]
_ヒ壺
`…… …
,~
③+③(後軽dl)“大豆蚕豆"[tα35 tou35‐21]
11■――――――――=こ===t」奎===――――=二=:=こし===聖=‐
凛
=:
院“F~||…==理
―「ユー
、
“
燎]―■~~‐
③+③(後軽d2)“同同同一下"[Ⅶ3553t.335‐21]
?
?
③+④(後重)`下雪''[x。35 9yAP‐23]
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③十④ (後軽d)“姶子舅母"[toi135 tSA?墾型]
■■_」 ……日年 …,「―
「
一
"藤
■~~
_型」
③十⑤ (後軽d)“~1+"[or35,A脚型]
匿
=ヨ
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議 曇
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響 編
「
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④+④(後軽a)“泉菓小某り1'[tsuA?2壼■tSm?213判
」
_控」_型=1
lr換仁
慇 」―
④+④(後軽d)“擦擦擦一下"[tS`A?2」■tS`A?2134]
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鮨(・
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_」
=■
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1驚雪■■L「
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=す・― ¨鷹・
路 一
一
一
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⑤十② (後重)“[1鬼稿刑 J歪道"[卒?2fl‐■ ⑤十③(後重/後軽a)“速映計 ''[tSA脚趣Xuが5]
艤 轟
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⑤十④(後重/後軽b)“鼻子''[piA?塑趣tSA?2■塑]
'ふい‐‐     =‐ぼ.続蒟高 ■:::_′._3…¨r―| _ヽ“嗜~~「~
い 」、L萬"口苺― Ю口 「――
「
――
|~~~絆h…臨 Ⅲ…1喘崎
「
~~「~~二生」|
i郷群―
⑤十⑤(後重/後軽b)“席席席子"[9h?塑塑9i′墨塑]
絆=
議よ―
1薇
“「
~げ ~.
⑤十⑤ (後軽d)“学学学―下''[oiA?璽1 9iA?ユ墾理]
4.分析結果
本稿では,韻母部分をその音節の長さとして測定した。
音響分析による調値は,石(1994:114)に従って,まず,各声調の始点。中点・終点の周波数 (FO)
各平均値を次の公式に代入して算出し,
x―b _
IIb X°
a=全声調平均の最高周波数。
b=全声調平均の最低周波数。
x=各声調平均の各点における周波数。
次に,得られた数値の0～1の間を1, 1～2の間を2, 2～3の間を3, 3～4の間を4, 4～5
の間を5, とそれぞれし, 3桁で表わした。
音節の絶対的な長さは捨象した。前字に対する後字の相対的な長さを「後字/前字」により算出し,
前字の長さを1として後字の長さを図示した。但し,後字の方が長い場合は,後字の長さを1として,
前字の方を短く図示している。
「①A+①/④後軽 a」。「①A十②/⑤後軽 c」。「①A+①後軽 d」。「①B十①後軽 d」 の前字①,「③+
③後軽d2」の前字③,「④十①/④後軽 a」。「④十②/⑤後軽c」。「④十④後軽 d」 の前字④は,単字調
として現われる調素が後字軽声の前で変調しているので, これらについては,前字十後字の調形につ
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いてのみ,その他の場合に当てはめて述べる (4)。
以下では,後重のものも含めて全形式の分析結果を掲げ,0.で見た後字軽声の各タイプ,“Right
spreading''タイプ, “高降(High Eaning)''タイプ,“低昇/高昇Cising)''タイプ,“中平(Mid Level)"
タイプおよび “既定値 (Dehult Value)''保存タイプ,をそれぞれ “S", “F", “R", “L"および “D"
とする。
形式
タイプ
/語
例数
調値・調形 上ヒ
ci記述調値
上:『音梢』/下:筆者
単字 前字 後字 イ麺前 単 前 1後
①A十①
後重 3
324  降昇 344   昇 1 344   昇 1.32 13 13 1 13
/
Y
■■■■■
´
″/
4″´ ‐
q「
213 23 23
①A十①
後軽a
S
16
324  降昇 432   降 344  昇 0.95 13 31 1 35
/
Y
■■■■■
OL
▼ヽ
▼
■■■■■
/
■■■■■ 213 31 35
①A+①
後軽d
D
2
324  降昇 345  高昇 1 321  低降 0.64 13 35 1 31
/
Y
■■■■■ 分
/
q,F ヽ
ゝ
ヽ
213 35 21
①A十②
後軽c
F
1
324  降昇 443  降 1 542  高降 0.83 31 1 53
^▲  /
Y
ヽ
ゝ
ヽ
ゝ
▼~ 0｀、
ヽ
213 31 1 53
①A+③
後軽b
R
4
324  降昇 234   昇 1 233   昇 1.08 13 1 13
/
｀イ
■■■■■
ノ″ ノパ″
~~▼
■■■■■
213 23 23
①A+④
後軽a
S
8
324  降昇 433   降 1 344   昇 0.7 13 31 1‐?35
`▲  /
｀イ
OL
ヽ ー
213 31 ―?35
-69-
名古屋学院大学論集
①A十⑤
後軽c
F
1
324  降昇 333  降 1 443  高降 0.68 13 31 1 ‐?53
▲  /
｀イ ―
g壼。¬レ
213 31 ‐?53
①B市①
後重/
後軽b
19
324  降昇 334   昇 1 334   昇 13 13 ; 13
▲  /
｀ご
ノメ
「
/
■■■■■
213 23 1 23
①B十①
後軽d
D
1
324  降昇 345  高昇 1 321  低降 0.97 13 35 1 31
/
ヽご ヽ
｀0
ン●′
■■■■■
213 35 21
①B十②
後重/
後軽b
3
324  降昇 245  高昇 i 333  昇 1.01 13 35 1 423
/
ヽ ご
分
ar
/
● ―
▼
213 35 23
①B十③
後重/
後軽a
2
324  降昇 332   降 1 344   昇 0.93 13 31 1 35
`▲  /
ヽ ご
ヽ
ヽ,
/
213 31 35
①B十④
後重/
後軽b
8
324  降昇 244   昇 1 333   昇 0.78 13 13  1 -?二■
/
Y
■■■■■
▲__“ら
^/ ●′″
~▼
213 23 ‐?23
②十①
後重/
後軽b
8
523  降昇 543  高降 1 233  昇 1.13 53 53 1 13
ヽ
ヽ
ヽ /
0く
ヽ
ゝ ―7″~~~
523 53 23
②十②
後重 1
523  降昇 234   昇 1 222  低平 0.96 53 35 1 423
ヽ
ヽ
＼ /
′
ガ
^/′
●｀◆→
523 35 1 22
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②+②
後軽b
S
7
523  降昇 543  高降 1 233  昇 1.2 53 53 1 13
ヽ
ヽ
＼ /
`ヽ
、
ヽ
ゝ __“レ=鐘0″″▼
523 53 23
②十②
後軽d
D
1
523  降昇 545  降昇 1 211  低降 0.67 53 423  1   31
ヽ
＼
＼ /
ム___2
マ
｀ヽ
Vヽ
523 523 21
②十③
後軽a
S
3
523  降昇 542  高降 1 233  昇 1.04 53 53 1 35
ヽ
ヽ
ヽ / ～´0
●″
｀
金
＼
523 53   1   35
②+④
後重/
後軽b
7
523  降昇 542  高降 223   昇 0.88 53 53 1‐?13
ヽ
＼
｀ ノ″
0_
R
＼
◆ ー
523 53 ‐?23
③+①
後軽d
D
11
134   昇 245  高昇 1 321  低降 0.65 35 35 1 53
´
`〉ダ
′
/
ノ
/
/
●
象
ゝ
ヽ
35 35 21
③十②
後重 1
134   昇 235  高昇 1 222  低平 1.09 35 35 1 423
」●〉
ダ
′
/
ノ
/
/V
●
―
35 35 1 22
③+②
後軽d
D
6
134   昇 245  高昇 1 321  低降 0.63 35   1   53
´
`〉ダ
″
/
/
■ 〉
夕
‐
/
び ｀ゝ
ヽ
35 35 21
③十③
後重 3
134   昇 332   降 1 234   昇 0.84 35 31 1 35
~
∝｀
｀
◆
」 ら
^ノ
″
35 31 1 35
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③十③
後軽dl
D
7
134   昇 245 321  低降 0.7 35 35 1 53
」
`〉夕
″
/
ノ
」
`〉■F′
/
●
ヽ
ゝ
や
35 35 21
③十③
後軽d2
D
1
134   昇 555  高降 1 311  低降 0.88 35 53 1 31
」
`〉夕
′
/
ノ
35 53 21
③+④
後重 2
134   昇 233   昇 1 333   昇 0.96 35 13 1‐?13
ノ0-マ △´ 0-◆
35 23 1‐?23
③十④
後軽d
D
4
134   昇 245  高昇 1 221  低降 0.49 35 35 1 ‐?_53
」
`〉グ
″
/
/
●
/
/
ご Qニコト_‐ヽ
35 35 ‐?21
③十⑤
後軽d
D
2
134   昇 245  高昇 1 211  低降 0.15 35 35  1 ‐?53
」
`〉夕
′
/
ノ
ノ●
″
/
, ヽ
ヽ
35 35 ‐?21
④+①
後重 3
324  降昇 233   昇 1 233   昇 2.32 ‐?13 ‐?13  1   13
″
｀、 /
V μ 7・～ ユ
‐?213‐?23 23
④十①
後軽a
S
1
324  降昇 333   降 1 333   昇 1.92 ‐?13 ‐?31   1    35
,
▼、 /
V
ヽ _″● ~´▼
‐?213‐?31 35
④+②
後軽c
F
1
324  降昇 332  降 1 443  高降 4.2 ‐?13 ‐?31 : 53
ρ
｀、 /
0
」「?
▼
ヽ
｀0
■■■■■
‐?213‐?31  1   53
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④+③
後重 1
324  降昇 332   降 1 333   昇 1.45 ―?13 ‐?31 1 35
韓
“
～
″ マ
~~
‐?213‐?31 35
④+③
後軽b
R
1
324  降昇 344   昇 1 233   昇 1.92 ‐?13 ‐?13  1   13
′
▼、 /
●
ァ
“
/
‐?213‐?23 23
④+④
後軽a
S
5
324  降昇 332   降 1 344   昇 1.23 ‐?13 ‐?3二|‐?上
ρ
｀、 /
し
▼｀Nk
ヽ
__」トロ←
●′
‐
‐?213‐?31 ‐?35
④十④
後軽d
D
2
324  降昇 445  高昇 1 211  低降 1.13 ‐?13 ‐?3.5 1‐?旦_
′
｀、 /
V
ヽ
σ
?
?
?
?
?
?
‐?213‐?35 ‐?21
④十⑤
後軽c
F
1
324  降昇 433  降 1 442  高降 1.06 ‐?13 ・?31 ‐?53
,
｀、 /
し
' Q｀
＼
◆、
▼｀
ヽヘ
■■■■■
‐?213‐?31 ‐?53
⑤+①
後重/
後軽b
8
524  降昇 543  高降 1 233  昇 2.91 ‐?53 ‐?53  1   13
`＼   ●
＼ /
●
ヽ
‐
“
‐ 全
‐?523‐?53 23
⑤十②
後重 1
524  降昇 333  降 1 443  高降 1.46 ‐?53 ‐?31 53
0
＼   ●
＼ /
●
▼ヽ
▼ ~~｀い、
D
‐?523‐?31 53
⑤十③
後重/
後軽a
3
524  降昇 543  高降 1 233  昇 3.38 ‐?53 ‐?5旦  1   35
●
＼   ●
ヽ /
▼
▲ ′´●
?
?
?
?
?
‐?523‐?53 35
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後重/
後軽b
6
524  降昇 543  高降 1 233  昇 1.73 ‐?53 ‐?53  1  ‐?13
0
＼   ●
＼ /
,
＼
b
▼ 瓢 卜
全
‐?523‐?53 ‐?23
⑤十⑤
後重/
後軽b
1
524  降昇 554  高降 1 344   昇 2.38 ‐?53 ‐?53  1  ‐?13
●
＼   ●
＼ /
,
口R
/
‐?523‐?53 ‐?23
⑤十⑤
後軽d
D
1
524  降昇 554  高降 1 221  低降 0.88 ‐?53 ‐?1231‐?53
●
＼   ●
＼ /
,
●__▲
ヽ
ヽ
‐?523‐?523‐?21
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「①A十①/④後軽 a」。「①A十②/⑤後軽 c」。「①A十①後軽 d」。「①B+①後軽 d」 の前字①,「③十
③後軽d2」の前字③,「④+①/④後軽 a」。「④十②/⑤後軽 c」。「④十④後軽 d」 の前字④は,単字調
として現われる調素が後字軽声の前で変調している。
単字調形 “降昇"に対し,「前字+後字」調形が “降十昇"である「①A+①後軽 a」,「①A十④後
軽 a」,「②十②後軽b」,「②十③後軽 a」,「④十①後軽 a」,「④+④後軽 a」 6形式は,Sタイプであ
る。
後字調形が “高降"である「①A+②後軽 c」,「①A十⑤後軽 c」,「④十①後軽 c」,「④十⑤後軽 c」
4形式は,Fタイプである。
後字調形が “昇"である「①A十③後軽b」,「④十③後軽b」 2形式は,Rタイプである。
後字調形が“低降"である「①A十①後軽 d」,「①B十①後軽 d」,「②十②後軽 d」,「③+①後軽 d」,
「③十②後軽d」,「③十③後軽dl」,「③十③後軽d2」,「③十④後軽 d」,「③+⑤後軽 d」,「④十④
後軽 d」,「⑤+⑤後軽d」 11形式は,Dタイプである。
「後軽 a」 (後字35)は,前字①A(Sタイプ)では後字の方が短いが,前字② o④(Sタイプ)では
後字の方が長い。
「後軽b」 (後字23)は,前字①A・④ (Rタイプ)。② (Sタイプ)とも,後字の方が長い。
「後軽 c」 (後字53)は,前字①A(Fタイプ)では後字の方が短いが,前字④ (Fタイプ)では後字
の方が長い。
「後軽 d」 (後字21)は,前字①A・①Bo②o③・⑤ (Dタイプ)では後字の方が短いが,前字④ (D
タイプ)のみ後字の方が長い。
前字入声 (④・⑤)の場合は,後字も入声の場合を含め,「後軽」でも後字の方が長い (「⑤+⑤後
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前字調類 タイプ 前字の長さ 後字の長さ
後軽a
(後字35)
①A S >
②
?
） く
④ S <
後軽b
(後字23)
①A R く
② S く
④ R く
後軽 c
(後字53)
①A F >
④ F く
後軽d
(後字21)
①A D >
①B D >
② D >
③ D >
④ D く
⑤ D >
平遥方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形
軽 d」 を除く)。
圧
(1)扱った13種は以下の如くである:北京。吟爾浜。合肥。済南・蘭州。南京。青島。天津。鳥魯木斉。武漢。西安・
銀川。鄭州。
(2)記述資料 (喬等1999)では “軽声"とはしていないが,二音節語の前字が決まると,その後字が,元の声調に関わ
らず中和されて,同一の調値を取るものを,本稿では軽声として扱う。
(3)音声データとしては「現代浜培方言音庫」(侯精一主鏑, ヒ海教育出版社)『音梢』付属カセットテープの音声を,
また,音声分析ソフトとしては「音声録聞見 for Whdows」(東京大学医学部音声言語研究施設,C&Dテクノロジー
ズ株式会社)を,それぞれ用いた。
(4)石(1988:101)参照。「前字単字凋和経声悟音飼不直接友生夫系的,如北京上声和 “老虎''[35+2]美経声悟音洞、
安仄入声和軽声悟音同,ス」只考慮其交凋凋値『艮経声后字在音高上的夫系,不追究共本凋和交凋之同的演交通程,所以,
北京 “老虎"送祥的督声活音飼就可以月入隅平升共的経声濡音同来逆行村透。」
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